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貴機関における動物実験の実施体制に関して、 提出された自己点検・評価報告書に対

する検証結果を通知します。
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対象機関：高崎健康福祉大学

申請年月日：2024年 5月 30日

訪問調査年月日：2024年 11月 26日

調査員：若井 淳、 國田 智、 藤倉大輔

検証の総評

公益社団法人日本実験動物学会

理事長 小倉淳郎

高崎健康福祉大学は200 1年に開学し、 健康福祉学部、 保健医療学部、 薬学部、 人

間発達学部、 農学部の5学部8学科が設置されている。 5学部のうち、 健康福祉学

部、保健医療学部、 薬学部、農学部の 4学部において動物実験が実施されており、健

康福祉学部、 薬学部、 農学部が飼養保管施設を設置している。 学長の責任の下で、

「高崎健康福祉大学動物実験等の実施に関する規程（以下 「動物実験規程」という。）」

をはじめとする規程類が定められるとともに、 「高崎健康福祉大学動物実験委員会」

が設置され、 文部科学省の 「研究機関等における動物実験等の実施に関する甚本指

針 （以下「基本指針」という。）」と環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の

軽減に関する基準 （以下「飼養保管基準」という。）」に適合した動物実験の実施体制

が整備されている。 また、全動物実験実施者に対する毎年度の教育訓練や自己点検・

評価及びその情報公開など、 概ね適正な実施状況にある。 特に優れた取組みとして、

各飼養保管施設の実験動物管理者と各学部から選出された委員による施設の使用状

況及び動物の状態の定期的な確認が行われている点があげられる。 加えて、 動物実

験支援事業を立ち上げ、 当該大学における動物実験の基盤となり、 技術的な支援及

び各施設の一元管理を行う中核組織の設立を目指している点についても高く評価で

きる。今後も、飼養保管施設のさらなる整備や集約化を進め、関連マニュアル等の内

容についても一 層の充実を図るとともに、 動物実験委員会と遺伝子組換え実験安全
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